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※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 

「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

    

事業名 安曇野シェアサイクル事業 

事業主体 

（連絡先） 

一般社団法人安曇野市観光協会 

安曇野市穂高 5952-3 電話：0263-82-3133 

事業区分 （６）ア 特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費    5,758,887 円（うち支援金：4,426,000 円） 

 

①二次交通の拡充を図り、観光スポ

ットへの移動手段を整備する。 

②自転車観光の推進により、周遊滞

在時間の延長を図る。 

※自己評価【    BBBB    】 

【理由】 

１年目に比べて利用が増えてお

り、二次交通の拡充により、周遊

滞在型観光の推進に一定の効果が

あったと考えられる。 

【【【【シェアサイクルシェアサイクルシェアサイクルシェアサイクル】】】】    

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

・1 年目のデータ分析をもとに整備を進めた結果、利用

が増加した。（2 年目の 1 日平均利用台数：1 年目の 2.5

倍） 

・利用の増加と周遊バス等と併せた広報 PR した結果、

周遊滞在型観光の推進に向けて二次交通網が整備され

た。 

・データ量が増加したことで、より詳細かつ正確な分析

が可能になった。 

・観光事業者の参画により事業者間の連携が強化され

た。 

平成 30 年度に導入した「HELLO CYCLING」を引

き続き利用し、安曇野シェアサイクル事業を運営した。 

１年目の走行ルートや滞留エリアのデータを参考に

周遊バスやチケット制タクシーとも連携して最適なス

テーション配置を行い、利用促進のため自転車台数や車

種も増やして運用し、更なる二次交通の拡充、周遊滞在

時間の延長を図った。 

・運営期間 令和元年４月から 11 月（８ヵ月間） 

・料金設定 15 分 100 円、12 時間最大 1,500 円 

・自転車  電動アシストクロスバイク 

      26 インチ：40 台  20 インチ：10 台 

・ステーション 16 ヵ所 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

３年目以降は継続性のある事業としていくための取り組みを行う。当該事業でシェアサイクル

を整備し、周遊バス等と併せた広報 PR や商品造成により、利用者の増加を図り事業収入を増加

させる。併せて事業へ協力することのメリット（広告協賛や集客など）を打ち出して観光事業者

に協力を呼びかけていく。地域全体を巻き込んだ事業とすることで、４年目以降も自転車の修理

や追加などもできるよう持続可能な運営体制を整備する。当該事業を継続していくことで、周遊

滞在型観光を推進する。 


